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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

数学Ⅱでは、１年次で学習した数学Ⅰ・Ａを発展させた内容を学習していきます。 

 

【ポイント】 

①授業の内容、問題としっかり向き合い、集中して取り組む 

 授業では毎回問題を解くための新しい数学の考え方を説明します。そして、それを使っていろい

ろな問題を解く練習をしていきます。授業中に与えられた問題に積極的に取り組み、授業時間を無

駄にしないように、やるべきことを自分で考えて取り組もう。 

 

②授業時間外での自主学習で記憶を定着させる 

 ①で授業がしっかり理解できることもあれば、理解できないこともあります。いずれにせよ、大

切なことは、授業の復習には必ず取り組むことです。授業でせっかく理解できたことも、数日経て

ば忘れてしまいます。自主学習の習慣をつけて、記憶の定着を図りましょう。 

 

③問題集ノートを作って普段から問題演習に取り組み反復練習する 

 授業で扱った問題や関連した問題が集約された問題集を副教材として使用します。授業でやった

内容と関連する問題を自身で解き進めるようにしてください。そして、一度解いて終わりにするの

ではなく、時間を明けて何度も反復することで、一人で問題を解けるようになっていきましょう。 

 

以上を踏まえて、しっかりと自分なりの方法で数学と関わっていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

「数学Ⅰ・Ａ」の内容を発展、拡充させた式の計算、複素数と方程式、図形と方程式、三角関数、

指数・対数関数及び微分・積分の考えについて理解させ、「数学Ⅲ」への系統性を踏まえた基礎的

な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それら

を活用する態度を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考

え方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・数学的活動を通して、数

学の多面的な見方、いろ

いろな考え方に触れ、試

行錯誤しながら考え、主体

的に数学的な見方や考え

方のよさを学ぼうとする。 

・また、それらを自身の周り

の事象に積極的に活用し

ようとする。 

・数学的活動を通して、数

学的な見方や考え方を身

につけ、事象を数学的に

捉え、論理的に考えること

ができる。 

・また、自身の思考を自身

の中でのみならず、他者と

の相互作用の中でその過

程を振り返り、多面的、発

展的に考えることができ

る。 

・数学的な見方や考え方

を生かし自分から工夫して

問題を解決し、判断するこ

とができる。 

・設定した数学的な課題を

既習事項や公理・定義等

を基にして分析・整理し，

数学的に考察したことを明

確に表現することができ

る。 

・数理的に考察し処理す

るために必要な数学的な

知識を理解しており、体

系的に整理し活用でき

る。 

・文化や社会生活におい

て数学が果たしている役

割などを理解している。 

評
価
方
法 

・グループワークの取り

組み状況の観察や、ワ

ークシートのコメント

の確認 

・レポート課題 

・ペーパーテスト 

・授業での問題演習の取

り組み状況の観察 

 

・ペーパーテスト 

・授業での問題演習の取

り組み状況の観察 

・ペーパーテスト 

・レポート課題 

・問題集の取り組み状況

の確認 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学
習
内
容 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 
  

後
期 

三
角
関
数 

三
角
関
数 

○ ○ ○ ○ a:一般角と弧度法それぞれの角の単位の定義の仕方の違

いに関心を持ち、どうして弧度法を使うのかという問いを

立て、積極的にそれに答えようとしている。 

b:一般角と弧度法それぞれの角の単位の定義の仕方の違

いを認識し、扇形にまつわる諸公式が単純化されるという

考え方を理解できる。また、三角関数のグラフから、周期

的に変化する事象を捉える考え方を理解している。 

c:三角関数の相互関係から、具体的な三角関数の値を計算

することができる。また、三角関数のグラフの性質を利用

して、関数の最大・最小を計算することができる。 

d:扇形の面積や弧の長さ、三角関数の相互関係、などの諸

公式を理解し、身に付けている。また、sin,cos,tanや周

期、振幅などの用語を身に付けている。 

・ペーパー

テスト 

・授業での

問題演習

や問題集

の取り組

み状況の

確認 

・グループ

ワークの

取り組み

状況の観

察や、ワ

ークシー

トのコメ

ントの確

認 



 

加
法
定
理 

○ ○ ○ ○ a:加法定理により、今まで計算できなかった角の三角比が

求められることに興味関心を持ち、積極的に様々な角の三

角比を求めるためなどに活用しようとする。 

b:加法定理から、様々な三角関数にまつわる公式が得られ

るという体系的な理解ができている。また、二つの三角関

数を一つの三角関数で表現するための考え方として、三角

関数の合成の計算があることを理解している。 

c:加法定理などの三角関数の公式を駆使して、三角方程式

や不等式の解および三角関数の最大・最小を求めることが

できる。 

d:加法定理、倍角の公式、半角の公式などの三角関数の公

式を身に付けている。また、三角関数の合成の仕方を理解

し、身に付けている。 

・ペーパー

テスト 

・授業での

問題演習

や問題集

の取り組

み状況の

確認 

指
数
・対
数 

指
数
関
数 

○ ○ ○ ○ a:指数を自然数から、整数や有理数に拡張していく、離散

から連続への過程に興味をもち、新しく得られた指数関数

なるものがどのような数値をとるのか、値の変化をするの

かに興味・関心を持ち、積極的に調べようとする。 

b:指数を自然数から、整数や有理数に拡張する必要性と意

味を認識し、指数法則や指数関数の特徴を理解できる。 

c:拡張された指数の意味や指数法則を用いて、指数計算お

よび、指数関数の数値の具体的な計算をすることができ

る。また、指数関数のグラフの増減の特徴を押さえ、数の

大小関係や関数の最大・最小を求める際の判断基準として

使用することができる。 

d:有理数まで拡張された指数の意味を理解し、指数法則を

身に付けている。 

・ペーパー

テスト 

・授業での

問題演習

や問題集

の取り組

み状況の

確認 

・グループ

ワークの

取り組み

状況の観

察や、ワ

ークシー

トのコメ

ントの確

認 



 

対
数
関
数 

○ ○ ○ ○ a:対数が発明された歴史的な背景に興味・関心を持ち、積

極的に対数関数について学習にとりくむ。また、これらの

対数を用いることで、巨大な数や微細な数が効率よく計算

の対象として捉えやすくなるということに興味・関心をも

つ。 

b:指数関数の逆関数的な対数関数の定義の意味を認識し、

対数の性質や対数関数の特徴を理解している。 

c:対数法則を利用して、具体的に対数の値や対数を含む方

程式や不等式の解を計算することができる。また、常用対

数を利用して、巨大な数や微細な数を具体的に計算するこ

とができる。 

d:対数の和と差、定数倍、底の変換公式などの基本公式を

身に付けている。また、ある数の常用対数を常用対数表を

利用して求め、それを利用して巨大な数や微細な数を計算

するという意味を理解している。 

・ペーパー

テスト 

・授業での

問題演習

や問題集

の取り組

み状況の

確認 

・グループ

ワークの

取り組み

状況の観

察や、ワ

ークシー

トのコメ

ントの確

認 

微
分
・積
分 

微
分
法 

○ ○ ○ ○ 

 

a:式の形から全体的なグラフの形をイメージしてきた今

までの関数の捉え方から一変して、微分係数を各点で捉え

関数の微細な変化を局所的に捉えることにより関数の値

の変化を調べていくという微分法の考え方に興味・関心を

持ち学習に取り組んでいる。 

b:平均変化率や微分係数の図形的意味を理解している。ま

た、導関数の値と元の関数の値の変化が密接に関わってお

り、それを利用して関数の全体的な値の変化の大まかな様

子を捉えているという微分法の考え方を理解している。 

c:接線の方程式を求めることができる。また、導関数を求

め、増減表を書くことで様々な整関数のグラフの概形を描

くことができる。 

d:微分係数の定義、接線の方程式を求める公式、整関数の

微分の公式および関数の和、差、定数倍の微分の公式を身

に付けている。また、極大・極小などの言葉の意味を理解

している。 

・ペーパー

テスト 

・授業での

問題演習

や問題集

の取り組

み状況の

確認 

・グループ

ワークの

取り組み

状況の観

察や、ワ

ークシー

トのコメ

ントの確

認 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:数学的な見方や考え方  

c:数学的な技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 
 

積
分
法 

○ ○ ○ ○ a:積分によって様々な曲線や直線によって囲まれた図形

の面積を求めることができることに興味・関心を持ち、積

極的に求めようとする。 

b:微分の逆演算として、不定積分を導く考え方を理解でき

る。また、関数のグラフで囲まれる図形の面積によって関

数を定義したとき、その導関数が元の関数と一致すること

から、グラフの面積が積分を活用すると求めることができ

るという考え方が理解できる。 

c:整関数の積分の公式を駆使して、様々な整関数の不定積

分や定積分を計算することができる。また、定積分と面積

の関係を用いて、関数で囲まれた図形の面積を定積分を活

用して求めることができる。 

d:整関数の積分の公式、関数の和・差・定数倍の積分の公

式を身に付けている。定積 

分の計算の手順を身に付けている。 

・ペーパー

テスト 

・授業での

問題演習

や問題集

の取り組

み状況の

確認 


